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Memo:

第４回小学校綱引競技大会

　５月29日（金），サンアリーナせんだいで市内
の小学校６年生の綱引き大会が行われました。
　各小学校は，最後まで諦めずチーム一丸となっ
て，日頃の練習の成果を十分に発揮していました。

お／知／ら／せ
夏休み親子見学会とグループ見学会を開催し
ます。多数のご参加をお待ちしております。
◉詳しくは本誌８ページをご覧ください。

原子力広報



—2—

④�【
内
容
】
川
内
原
子
力
保
安
検
査
官
は
、

事
業
者
が「
保
安
規
定
」
を
守
っ
て
事
業

を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め

に
年
４
回
保
安
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
20
年
度
の
検
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
【
平
成
20
年
度
検
査
実
施
期
間
】

　

第
１
回　

６
月
２
日
～
６
月
20
日

　

第
２
回　

９
月
１
日
～
９
月
19
日

　

第
３
回　

12
月
１
日
～
12
月
19
日

　

第
４
回　

３
月
２
日
～
３
月
19
日

　

�【
結
果
】
本
期
間
に
お
い
て
計
画
外
停
止

や
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
は
な
く
、
保

安
検
査
で
の
違
反
や
監
視
事
項
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

⑤�【
内
容
】
九
州
電
力
㈱
川
内
原
子
力
総
合

事
務
所
よ
り
、
川
内
原
子
力
発
電
所
３
号

機
増
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に

つ
い
て
の
住
民
意
見
の
概
要
、
地
区
説
明

会
の
実
施
状
況
及
び
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

の
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
現
在
、
市
内
各
地
区
で
九
州
電
力

に
よ
る
川
内
原
子
力
発
電
所
３
号
機
増
設

計
画
に
係
る
住
民
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
説
明
会
で
の
質
問
等
は

九
州
電
力
㈱
発
行「
な
ぎ
さ
特
別
号
」
を
通

じ
て
説
明
す
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

①�【
内
容
】
鹿
児
島
県
及
び
九
州
電
力
㈱
は
、

川
内
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
今
回
は
、
平
成
20
年
10
月

か
ら
12
月
ま
で
の
調
査
結
果
を
報
告
し
、

審
議
し
ま
し
た
。

　

�【
結
果
】
空
間
放
射
線
量
、
環
境
試
料
の

放
射
能
と
も
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
と
比

較
し
て
同
程
度
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
異
常
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

�

※
７
ペ
ー
ジ
「
環
境
放
射
線
調
査
結
果
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

②�【
内
容
】
毎
年
、
鹿
児
島
県
が
川
内
原
子

力
発
電
所
周
辺
の
環
境
放
射
線
の
調
査
地

点
及
び
調
査
方
法
等
を
作
成
し
て
お
り
、

今
年
度
の
調
査
計
画
書
を
報
告
し
、
審
議

し
ま
し
た
。

　

�【
結
果
】
調
査
地
点
、
調
査
試
料
と
も
に

昨
年
度
と
同
じ
で
す
が
、
陸
上
試
料
の
植

物
「
茶
」
の
採
取
地
点
等
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。

③�【
内
容
】
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
の
運

転
状
況
、
放
射
性
廃
棄
物
の
管
理
状
況
等

の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
�

※
６
ペ
ー
ジ「
発
電
所
の
運
転
状
況
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

５
月
８
日
（
金
）
に
、
平
成
21
年
度
第
１

回
薩
摩
川
内
市
原
子
力
安
全
対
策
連
絡
協
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、年
４
回
開
催
し
て
お
り
、

公
的
機
関
や
各
種
団
体
及
び
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
な
ど
の
代
表
者
47
名
に
よ
り
発

電
所
周
辺
の
環
境
放
射
線
調
査
結
果
、
温
排

水
の
影
響
調
査
結
果
及
び
そ
の
他
協
議
会
が

必
要
と
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
議
会
で
は
、
次
の
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

①�川内原子力発電所周辺環境放射線調査結
果について（平成２０年１０月～１２月）

②�平成２１年度　川内原子力発電所周辺環
境放射線調査計画について

③川内原子力発電所の運転状況について

④�川内原子力発電所保安検査結果について

⑤その他

●
協
議
会
に
つ
い
て

●
協
議
内
容
及
び
結
果
等
に
つ
い
て

平
成
21
年
度 

第
１
回
薩
摩
川
内
市
原
子
力
安
全
対
策
連
絡
協
議
会

平
成
21
年
度 

第
１
回
薩
摩
川
内
市
原
子
力
安
全
対
策
連
絡
協
議
会

協議内容
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２号機 第18回定期検査結果について

○原子炉設備の検査
　�原子炉本体，蒸気発生器，燃料，
　�付属設備の検査を実施しました。

○タービン設備の検査
　�タービン本体，付属設備の検査
　�を実施しました。

○電気設備の検査
　�発電機，付属設備の検査を実施
　�しました。

○制御設備の検査
　�原子炉系の検査を実施しました。

○放射性廃棄物，貯蔵・処理設備の検査
　�廃棄物処理系の検査をしました。

○プラント総合負荷性能検査
　��各設備の点検・検査完了後に発電所の運転状
況を確認しました。

○原子炉容器上部ふた取替工事（図１）
　�長期的な安全・安定運転，作業者の被ばく低減
　�及び作業効率化の観点から取り替えました。

○蒸気発生器入口管台溶接部計画保全工事（図２）
　�応力腐食割れの予防保全として溶接部内表面
　�を一部切削し，肉盛溶接を実施しました。

○抽出ライン配管取替工事
　��抽出ラインの配管及び弁の溶接箇所を信頼性向上の観点から，
　�取り替えました。

○余熱除去ポンプ吸込ライン及び低温側
　補助注入ライン取替工事
　���設備の信頼性維持・向上を図るため配管及び弁の
取替えを実施し，併せて熱成層の発生位置が配管
の曲がり部に位置しないように配管ルートを変更
しました。

○再生熱交換器取替工事
　�信頼性向上及び検査に伴う被ばく低減の観点から
　�取り替えました。

定期検査結果について

２号機 第18回定期検査結果について

●検査内容（主な検査）

●定期検査期間中に実施した主な工事

　「定期検査」とは，いわば「発電所の定期健康診断」です。設備や機器を安全な状態に保ち，ト
ラブルを未然に防止し安全・安定運転を行うことを目的に，おおむね13ヶ月に１回定期検査を実
施しています。
　平成２０年１１月２５日から平成２１年３月２５日まで，川内原子力発電所２号機の第１８回定
期検査が行われました。

機能の維持 信頼性の向上

健全性の確認

●消耗品などの定期的な交換
●劣化に対する処置
●異常の早期発見と処置

●他の発電所で発生した事故・
　故障の類似箇所の点検・処置
●最新技術を導入した
　設備・機器への取替え

●主要設備の運転性能や
　設定値などの機能の確認
●分解点検や漏えい検査による
　設備の健全性の確認

発電所の
安全・安定運転

図１：原子炉容器概要図

上部ふた

高温側

燃料

1次冷却水
原子炉容器

原子炉容器
原子炉圧力容器

冷却材ポンプ

加圧水型炉（PWR）原子力発電のしくみ

図２：蒸気発生器概要図

入口管台
溶接部

原子力発電所の定期検査の目的
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●放射線について

日常生活と放射線
　放射線は地球が誕生したときから存在していました。わたしたちは自然界から常に
放射線を受けて生活しており，その放射線を受けることを「被ばく」といいます。自
然に受けているレベルなら身体に影響はありません。

急性の放射線影響

放射線の量
（ミリシーベルト）

10

1

0.1

0.01

人工放射線自然放射線

◀
▶

▶

▶

▶

▶

◀

◀

◀

6.9

10

2.4

0.4

1.0

0.6

0.05

胸部 X 線コンピュータ断層撮影検査
（CT スキャン / １回）

ブラジル・ガラパリの
放射線（年間、大地などから）

１人当たりの
自然放射線（年間）

クリアランスレベル導出の
線量目安値（年間）

東京ーニューヨーク航空機旅行（往復）
（高度による宇宙線の増加）

国内自然放射線の差（年間）
（県別平均値の差の最大）

（世界平均）
一般公衆の線量
限度（年間 /
医療は除く）

胃のX線集団
検診（１回）

胸のX線集団検診（１回）

原子力発電所（軽水炉）周辺の線量目標値（年間）

宇宙から 0.39

大地から 0.48

食物から 0.29

空気中の
ラドンから 1.26

補足説明
　人間は食べ物や空気中，
大地等から放射線を受けて
います。このように自然界
にある放射線を「自然放射
線」といいます。
　また，病院の治療等で使
われる放射線等は「人工放
射線」といいます。
　自然放射線は住む場所に
より異なりますが，世界の
平均では１人あたり「年間
約 2.4 ミリシーベルト」の
自然放射線を受けていま
す。

補足説明
実際には，この目標値をさらに大幅に下回り年間
0.001 ミリシーベルト未満で管理されています。

補足説明
　人間が，通常「１００ミ
リシーベルト以下」の放射
線を受けても臨床症状は確
認されていません。しかし，

「１００ミリシーベルトを
超える」放射線を受けると
左図のように様々な症状が
出ることが確認されていま
す。

●シーベルト（Sv）
放射線によってどれだけ
人体に影響があるか表す単位
１シーベルト（1,000 ミリシーベルト）

100％の人が
死亡

50％の人が
死亡

急性潰瘍

紅　　斑

脱　　毛

白 内 障

水晶体混濁

永 久 不 妊

出典：ICRP Pub.60,103 他
（注）　一般公衆の線量限度1.0mSv/年、
　　　原子力発電所周辺の線量目標値0.05mSv/年

全身被ばく局部被ばく

臨床症状が
確認されず

末梢血中の
リンパ球の減少

悪心、嘔吐
（10％の人）

全身

全身

皮膚

皮膚

皮膚

水晶体

水晶体

生殖腺

症　　状凡例 部位

全身

全身

全身

10,000以上

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

500

100
ミリ

シーベルト
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　発電所内にある訓練セン
ターで，中央制御室を模擬し
たシュミレータによる運転訓
練や電気・機械・設備を用い
た保修訓練等を行うことによ
り運転・保修要員の資質向上
を図っています。

● 厳密な品質管理，入念な点検，検査 ● 運転・保修員の資質向上

● 多重防護の設計

原子力講座

●原子力発電所の安全対策について

　「機械は故障し，人はミスを犯すもの」ということを念頭において，何重もの安全対
策を採用しています。安全確保の仕組み

　原子力施設の安全確保の基本は，人々に放射線による悪影響を及ぼさないことです。
　このため，多重防護の考え方を用いて施設の設計を行うとともに放射線や放射性物質について厳
しい管理を行っています。

●異常発生の防止（機械故障や人的操作ミスを防ぐ）
　※余裕ある設計（地震等の自然災害を考慮して設計）　
　※インターロック・システム（誤った操作をしようとしても動かない
　　（誤操作の防止））
　※フェイル・セーフ・システム（異常時にシステムが安全側に作動します）
●事故への発展防止
　※異常を早期に検知する装置があり，原子炉を停止する仕組みになっています。
●放射性物質の放出防止
　※非常用炉心冷却装置（異常時に原子炉を冷やす）
　※原子炉格納容器（放射性物質を閉じ込める）

●定期検査
　※国及び電気事業者が，運転を停止して行う検査です。
　※３ページに「2号機の定期検査概要」を記載
●保安院検査（川内原子力保安検査官事務所が行う）
　※国の検査官が年４回，約２～３週間かけて行う検査と
　　原子炉の停止・起動時などに行う検査です。
●日常の点検
　※電気事業者が毎日点検を行います。

●放射性物質を閉じ込める五重の壁

▶▶▶
第５の壁　原子炉建屋
さらにコンクリートの壁
厚さ：約90センチメートル

原子炉格納容器

第４の壁　格納容器
さらに鋼鉄製の壁
厚さ：約４センチメートル

第２の壁　燃料の被覆管
丈夫な合金製のさやに
ペレットを密閉する
長さ：約４メートル

第1の壁　燃料ペレット
ウラン燃料を高温で焼き固めたもの
大きさ：タバコのフィルター程度

第３の壁　原子炉圧力容器
高い圧力に耐えることができる鋼鉄製の容器
燃料・水・放射能をしっかり閉じ込める
厚さ：約20センチメートル

固められた〜！！

出られ
ない〜！！

　原子力発電所周辺地域の安全を守る最
も重要なことは，原子炉内にある放射性
物質を外に出さないことです。万一，事
故が起こったとしても，放射性物質を閉
じ込めることができるように，左図のよ
うに五重の壁が備えてあります。

原子力発電所の安全性
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平成２０年 平成２１年
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

4 月分の川内原子力発電所に
おける発電電力量　

＊定格熱出力一定運転導入（平成１４年）により，設備利用率は１００％を超えることがあります。
＊設備利用率：発電電力量÷（認可出力×暦日時間）×１００

放 　 出 　 量

目標値の

14.5 × 108 

約 120

ベクレル

万分の１

発電電力量の合計

設備利用率

13.3

103.7

億 kwh

％

貯 蔵 量

貯蔵能力の

使用済燃料の貯蔵状況（平成21年４月30日現在）県内の発電電力量と消費電力量（４月分）

17,206

46.5

本

％

発電所の運転状況

●運転状況（平成21年5月末現在）

●発電電力量（１, ２号機合計）

●放射性廃棄物（１, ２号機合計）

●県内発電電力量と消費電力量及び使用済燃料の貯蔵状況

１号機　出力89万キロワット　営業運転開始／昭和59年７月

２号機　出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

第19回定期検査 通 常 運 転

通 常 運 転 通 常運転第１８回定期検査

調整
運転

調整
運転

▲

▲ ▲

１２／１０定期検査終了

１１／２５発電停止 ３／２５定期検査終了

【気体】
平成 21 年４月１日〜４月 30 日

【固体】
平成 21 年４月 30 日現在

1,868
1,005

1,038
670

体
15

10

 5

 0

7.9

14.2

消費電力量発電電力量

地熱・風力
原子力

0.2
13.3

（単位：億kWh）

水力
火力

0.2
0.5

億kWh



—7—

　この調査は鹿児島県と九州電力㈱が川内原子力発電所周辺の環境の保全と住民の健康を守るため

に実施しているものです。

《畜産物中（牛乳２検体）のセシウム量の測定値》《放射線量の測定値》

ベクレル／リットルミリグレイ ＮＤ（検出限界値以下）
※検出されなかったという意味です

0.10〜 0.15
●今回の測定値範囲●今回の測定値範囲

●過去の測定値範囲 ●過去の測定値範囲

空間放射線量，環境試料の放射能ともこれまでの調査結果と比較して

同程度のレベルであり，異常は認められませんでした。
※詳しくは県の広報紙「原子力だより　かごしま　№103」をご覧ください。

調 査 結 果

環境放射線調査結果（川内原子力発電所周辺）平成 20 年10月〜12月分

●調査期間

●調査項目

●調査結果

空間放射線量

環境試料の放射能

　鹿児島県では川内原子力発電所が試運転を開始する2年前の昭和５６年7月から操業前調査
を実施し，試運転を開始した昭和５８年７月から監視調査を実施しています。今回は，平成
２０年１０月から１２月までの調査結果です。

◇モニタリングポイント（４７地点）で実施している積算線量調査
◇モニタリングポスト，ステーション（計２８局）及び放水口モニタ等で実施している
　テレメーターシステムによる２４時間連続監視

モニタリング
ポスト等

テレメーター
システム

鹿児島県実施
◇海洋試料・・・１４種類　◇陸上試料・・・２１種類

九州電力㈱実施
◇海洋試料・・・１０種類　◇陸上試料・・・１８種類

▶▶▶

◇得られている測定値のほとんどは自然放射線によるものです。
◇調査結果は学識経験者で，構成される「鹿児島県環境放射線モニタリング技術委員会」の指導・助言を得て
　検討評価を行い，３か月毎に公表されています。（http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/）

■グレイ（Ｇｙ）
　放射線のエネルギーが物質に吸収された量

■ベクレル（Ｂｑ）　放射線の量を表す単位　
１ベクレル＝１秒間に１個の原子核が崩壊する量

補／足／説／明

放射線等調査に用いる単位

0.30.200.150.10 ND

◆ 食物中の放射能◆ 空気中の放射線量
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青は，甑の海や川内川を表現。研究し見極めようとする「探求する心」を象徴。
赤は，かのこゆり，ハート（心）を表現。人や文化を「受け入れる心」を象徴。
緑は，薩摩川内市の大自然を表現。伝統や信念を「守り抜く心」を象徴。
黄は，明るい街並みや豊かな食を表現。先んじて「取り組む心」を象徴。
それぞれを円で表現し，この四つが一体となって薩

さつ

摩
ま

川
せん

内
だい

人
びと

の「心」に
なるという意味です。

お知らせ

●参加者募集

●薩摩川内市のロゴマークが決定しました。

＜編集・発行＞　薩摩川内市　企画政策部　原子力対策課
〒８９５- ８６５０　薩摩川内市神田町３番２２号
電話　０９９６−２３−５１１１　FAX　０９９６−２５−１７０４

夏休み親子見学会・グループ見学会
　本市では，国からの広報・安全等対策交付金を利用して，毎年夏休みに小中学生とその保護
者を対象に原子力発電所等の親子見学会を実施しております。今年度は下記日程で久見崎町にあ
る九州電力㈱川内原子力発電所と関連施設を見学します。
　参加費無料で，発電時にCO２を排出しない地球に優しい発電所を見学できるよい機会です。
小中学生の夏休みの学習のためにも，是非ご参加ください。

《川内・樋脇・入来・東郷・祁答院地域の方へ》

《里・上甑・下甑・鹿島地域の方へ》
【川内原子力発電所と関連施設のグループ見学会】

【川内原子力発電所と風力発電所（長島町）の親子見学会】
○と　　き：８月７日（金）９：３０～１６：００
○集合場所：川内文化ホール前及び各支所
　　　　　   ※集合時刻は申込後，ご連絡します。
○対　　象：市内の小・中学生とその保護者
○参 加 料：無料（昼食は準備します）
○定　　員：１００人（定員になり次第，締切）
○申込締切：７月２７日（月）１７：１５まで
○申込方法：電話でお申し込みください。
○問 合 先：本庁原子力対策課（内線４６３３）

○と　　き：夏休み期間中
　　　　　   ※施設の都合により見学できない日があります。
　　　　　   　事前にご相談下さい。
○集合場所：串木野新港待合所
　　　　　   ※港から目的地までは，バスで送迎します。
○対　　象：市内の小・中学生を主とした団体とその引率者
○参 加 料：無料（昼食は準備します）
○申込方法：電話でお申し込みください。
○問 合 先：本庁原子力対策課（内線４６３３）

※ 4月 1 日から，原子力行
政の充実を図るため「原子力
対策課」が新設されました。


